
南
極
星
の
精

・

泰
山
府
君
を
人
格
化
し
た
神
で
、

幸
福

・
高
禄

・
長
寿
の
三
徳
を

あ
た
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
商
売
繁
盛

・
延
寿

・
健
康

除
災
を
祈
願
し
ま
す
。

商
売
繁
盛

・
旅
行
安
全

・
豊
漁
の
守
護
神
で
庶
民
救

済
の
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
恵
を
働
か
せ
体
に

汗
し
て
労
働
に
従
事

し
て
い
れ
ば
“
ず

こ
の
ゑ
び
す
神
が

福
財
を
投
け
て
く

れ
ま
す
。

セ
福
神
で
唯

一
の
女
神
。

水
を
神
格
化

し
た
も
の
で

あ
り
、
言
語
や
音
楽

の
神
と
し
て
尊
信
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
金
運

・
財
運
　
．

の
神
と
し
て
福
徳
自
在
の
ご
利
益

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国

・
唐
の
時
代
に

実
在
し
た
僧
契
此
が

ル
ー
ツ
と
さ
れ
、

中
国
で
は
弥
勒

薔
薩
の
化
身
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
最
古

都と活 まい り鯵図

御池通

三条通

西本願寺● 東本願寺●

七条通

堀
川
通

大
宮
通

七 千 墓

會 査 首

二条城  二条通

国際会館

北 山 ―一巫□怪聖ヨ

北大路通
‐‐‐匝‐鯛‐［̈‐‐刺鋼珈』‐

区
　
　
　
　
　
上
区

　

趨

釧．　
　
　
　
　
　

．　　当

下鴨神社
●

白
川
通

出町柳

●
北
野
天
満
宮

京都御所

富
町

一ョ
ョ
一

神
太

摯
〓

丸

匿
東
大
路
通

京阪三条

東 山

河
原
町
通

寺
町
通

京
阪
本
線

目醍コロ

五条

●相国寺

今出川通

宇
ユ
須
川

近鉄京都線

東

寺

｀

＼

ヽ

絡
雑
寿
紳

弁

財

天

布

公

尊

イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の
神
々
が
う
ち
連
れ

て
人
々
に
幸
運
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
七
福

神
信
仰
は
、
正
月
二
日
の
夜
、
幸
運
を
願
う

人
々
が
宝
船
に
乗
っ
た
七
福
神
の
絵
を
枕
の

下
に
入
れ
て
寝
る
と
、
幸
運
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
い
う
言
い
伝
え
な
ど
、
民
衆
に
よ
る
信

仰
心
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。

●
毎
月
七
日
は
都
七
福
神
の
ご
縁
日
で
す
。

●
御
宝
印
は
毎
日
受
け
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

（午
前
九
時
～
午
後
四
時
）

打
ち
出
の
小
槌
を
持
ち
笑

み
を
浮
か
べ
る
姿
か
ら
福

財
の
神
と
も

い
わ
れ
、
も

と
も
と
は
軍
神
で
あ
り
ま

し

た

。

日
本
で
は
福
徒
を
主
き
に
み

て
、
開
運
招
福
の
守
り
神
と

し
て
い
ま
す
。

中
国
の
老
子
が
天
に
昇

っ
て

な
っ
た
と
い
う
仙
人
の
姿
。

三
十
年
の
長
寿
を
保
つ
玄

鹿
を
従
え
、
人
々
の
難
を

払
う
団
扇
を
持

っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
福
財

・
子
宝

・

諸
病
平
癒

。
長
寿
の

功
徳
あ
り
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。

光
方
の
守
護
神
、
仏
教
を
守
護
す
る
神
で

あ
り
、
毘
沙
門
天
を
信
仰
す
る
と
十

種
の
福
を
得
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

菅
原
道
真
や

小
野
道
風
も

信
仰
し
て
い

た
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

めら

都七福神事務局/六波羅蜜寺
〒605‐0813 京都市東山区松原通大和大路東入ルニ丁目

丁EL 075…561‐6980

幸
福
を
も

た
ら
す

七
福
袖

「    ¬

黒

天
す

紳

寿
老

紳

′

―

―
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＼

―
―
■
日
―
′

え

汐

門

天



冒

 ゝ 、́
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古
来
よ
り
民
衆
の
間
で
信
仰
の
篤
い
セ
福
神
は

京
都
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、

「都
セ
福
神
」
の
巡
拝
は

苦
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

セ
福
神
の
神
々
の
力
を
も

っ
て

福
運
を
投
か
ろ
う
と
す
る
民
衆
の
願
い
で
あ
り
、

特
に
新
春
に
巡
拝
す
る
と

七
難
印
減
、
そ
福
印
生
極
ま
り
な
し
と
い
わ
れ
、

功
徳
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
波
羅
蜜
寺

■
■
■
■
■
口
囲
彫̈
臓
ｎ
■
■
■
■
■

９
５
１
年

（天
暦
五
年
）
、
醍
醐
天
皇
第
二
皇
子
で

あ
る
空
也
上
人
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
西
国
十
七
番
の

札
所
。
空
也
上
人
立
像
や
平
清
盛
像
を
は
じ
め
、

平
安

・
鎌
倉
時
代
の
優
れ
た
彫
刻

（菫
妥
文
化
財
）

が
多
数
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
月
の
三
日
間
は
、

空
也
上
人
が
恙
疫
退
散

の
た
め
に
献
じ
た
お
茶
に

因
ん
だ
皇
服
茶
や
弁
財

天
初
稲
穂
が
投
与
さ
れ

ま
す
。

市
バ
ス
「清
水
道
停
」
・

京
阪
「清
水
五
条
駅
」
下
車

蘇
駄
路
通

東
山
区
役
所

●

●松原交番

松療適

京都市東山区松原通大和大路東入ルニ丁目
TEL:075‐ 561-6980

■
■
■
■
■
四
Ｄ
□
ｒ
■
■
■
■
■

南
座
横
の
大
和
大
路
を
南
べ
５
分
ほ
ど
歩
く
と
、
「京

の
ゑ
べ
っ
さ
ん
」
と
し
て
京
都
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
ゑ
び
す
神
社
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
初
期

に
建
仁
寺
の
鎮
守
社
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、

「商
売
繁
盛
」
の
守
り
神
と
し
て
一月
の
十
日
ゑ
び
す

は
沢
出
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
栄
西
禅
師
が
無
事
中
国
か

ら
帰
朝
し
、
お
祀
り
に
な
っ
た
と

い
う
故
事
か
ら
、
「旅
ゑ
び
す
」

と
も
い
わ
れ
、
交
通
安
全
の

神
と
し
て
も
信
仰
を
集
め
て

い
ま
す
。

ゑ
び
す
神
社

京
阪
「祇
園
四
条
駅
」
。

阪
急
「河
原
町
駅
」
下
車

■
■
■
■
■
羅
鯉
雹
塵
踊
■
■
■
■
■
■

●
建
仁
寺

大
和
大
路
週

●
南
座
　
　
　
　
」
ロ

‐
四
条
京
阪
駅
　
‘
「
　
　
樋

麟　　鶏　ゃ少暑ミ　̈動̈

匹
　
　
団
　
　
　
籠
″

ψ
聯
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京都市東山区大和大路通四条下ル

TEL:075-525-0005

赤
山
禅
院

慈
覚
大
師
の
遺
言
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
天
台
宗
総
　
市
バ
ス

本
出
・
比
叡
出
廷
暦
寺
の
塔
中
で
す
。
本
尊
の
泰

「修
学
院
離
宮
道
停
」
下
車

出
府
君

（赤
山
明
神
）
は
京
都
御
所
の
表
鬼
門
に

祀
ら
れ
、
方
位
の
守
護
神
と
し
て
朝
野
の
厚
い
尊
敬

を
あ
つ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懸
（か
け
）
よ
せ
（集
金
）

（
）
・
●修
学
院
離
宮

の
神
と
し
て
の
信
仰
も

厚
く
、
洛
光
の
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た

境
内
は
、
特
に
紅
葉

の
名
所
と
し
て
沢
出
の

人
々
が
訪
れ
ま
す
。

高
野
川
　
　
　
川
端
通

山端橋

修学院小
● 修学院離宮道

京都市左京区修学院開根坊町18
TEL:075‐ 701‐5181

宝

池
駅

一
■
■
■
■
■
閾
崖
田
困
■
■
■
■
■
一

松
ヶ
崎
大
黒
天

東

寺

１
６
１
６
年

（元
和
二
年
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

松
崎
出
炒
円
寺
が
正
式
な
寺
名
で
す
が
京
都
の
人
々

か
ら
は

「
松
ヶ
崎
の
大
黒
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
本
尊
の
大
黒
天
像
は
伝
教
大
師
の
作

で
開
運
招
福
の
福
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。
縁
日
は
年
六
ロ

の
甲
子
祭

（六
十
日
に
一

回
）
と
二
月
初
子
の
日

な
ど
に
行
わ
れ
―
こ
祈

祷
―
こ
幣
が
授
け
ら
れ

ま
す
。

ア
ビ

カ
ル

イ
ン
京

都

●
●

平
安
京
造
営
に
あ
た
り
国
家
鎮
護

の
た
め
に
創
建
さ
　
市
バ
ス
「東
寺
東
門
前
停
」
。

れ
、
の
ち

に
空
海

に
託

さ
れ
た
も

の
で
、
二
重
塔
は
　
近
鉄
「東
寺
駅
」
下
車
徒
歩
十
分

現
存
す
る
わ
が
国
最
高
の
木
造
建
造
物
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
月
二
十
一日
に
は
沢
山
の
露
店
が
軒
を
逹
ね
る

市
が
た
ち
、
京
都
の
人
々
か
ら

「
弘
法
さ
ん
」
と
し

て
親
し
ま
れ
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
毘

沙
閂
天
は
弘
　
■
′

法
大
師
が
入
唐

の
際
感
得
さ
れ
た

も
の
で
、
無
量
の
知

油
小
路
通

通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

条
　
　
　
　
　
　
　
　
条

八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

大
・宮
遭

●
京
阪
国
道
口

恙
で
学
業
成
就
や
安
産

の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
バ
ス
「松
ヶ
崎
大
黒
天
」

地
下
鉄
「松
ヶ
崎
駅
」
・

叡
山
電
鉄
「修
学
院
駅
」
下
車

高
野
川

■
■
■
■
■
■
ｒ
］
″Ｆ
■
■
■
■
■
■
■

川
端
還

■
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●
鳥羽高校

京都市南区九条町 1

TEL:075-691-3325

宇治市五ケ庄三番割34
TEL:0774-32‐ 3900

法(送 り大)●

松ケ崎橋

京都市左京区松ヶ崎東町31
TEL:075-781-5067

京都市中京区寺町通竹屋町上ル
TEL:075-211‐ 2770

一
■
■
■
■
■
ｈ
藤
Ｐ
日
■
■
■
■
■

萬
福
寺

平
安
初
期
、
行
円
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、

観
音
霊
場
、
西
国
三
十
三
所
の
十
九
番
札
所
で
す
。

開
基
当
時
、
一条
通
に
あ
っ
た
も
の
を

「天
下
太
平
福

寿
円
満
」
を
祈
る
太
閤
秀
吉
に
よ
り
、
現
所
に
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
本
尊
で
あ
る
寿

老
神
の
御
真
言
を
、
一日
ニ
ロ

唱
え
る
と
福
寿
吉
運
が
授
か

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
長
寿

を
願
う
沢
山
の
善
男
善

女
が
初
詣
や
月
ま
い
り

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
バ
ス

「河
原
町
丸
太
町
停
」
下
車

●京都御苑

丸太町通

河
原
町
通

江
戸
初
期
、
日
本
か
ら
の
度
重
な
る
招
請
を
受
け
来
　
Ｊ
Ｒ
・京
阪

朝
し
た
中
国
僧
、
隠
元
禅
師
が
創
建
さ
れ
た
黄
彙
宗
　
「黄
栗
駅
」
下
車

の
大
本
山
で
す
。
伽
藍
や
仏
像
の
配
置
な
ど
、
ほ
ぼ

全
て
が
中
国
明
代
の
様
式
で
、

２３
棟
が
重
文
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
隠
元
祥
師
の
来
日
は
日
本
の
仏
教
に
新

風
を
吹
き
込
む
と
同
時
に
、
建

築
や
仏
教

・
書
画
等
の
様
々

な
文
化
も
同
時
に
斎
し
ま
し

た
。
祀
ら
れ
て
い
る
布
袋
尊

は
中
国
人
仏
師

「疱
道
生
」

作
で
、
特
に
傑
作
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
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●

ヽ

東
宇
治
中
●

一
一 ミヽ

鰈 l

′

′

ｒ

ｒ

■
■
■
■

―

』

ヽ
大
和
大
路
通

ミ素通

ノ

頸 瞼 聴
〆

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
臓

Ｍ
降

Ｌ
隊
―
―
―
Ｉ
Ｌ

.oi

』口L

F'T

=機 ^ニ ニ _


